
　熊本県は国産藺草作付け面積95%を占める日本一
の藺草生産地。肥後表の産地。室町時代より藺草の栽培
を行っている。県内で染土を統一し、着色剤の使用を禁
止しているので、泥染め後の原草の色調が揃い美しい。
また畳表の経糸は強いものを使用し厚く織り込んでい
るため極めて丈夫である。
　標準品から特選品まで豊富な種類があり、ブランド
藺草の開発や、熊本県産畳表のQRコードタグの添付に
も積極的に取り組んでいる。
　代表的な生産品種は「夕凪」（茎が硬くて丈夫な畳表ができ
る）「ひのみどり」（茎が細く、折り目のよく通った莚面の美しい畳
表ができる）「ひのはるか」（茎が長くしなやかで夕凪、ひのみどり
と同様、色の揃った畳表ができる）がある。「ひのみどり」のブラ
ンド畳表藺製品としては「ひのさらさ」「ひのさくら」「ひ
のさやか」がある。
また無農薬藺草からは健康食品、入浴剤等、各種新製品
の開発が行なわれている。
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くまもと県産畳表の
マスコットキャラクター

※ご確認後、このタグを引き抜いてご使用下さい。


